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論文題目 
Integrative genomic analysis of adult mixed phenotype acute leukemia (MPAL) 
delineates lineage associated molecular subtypes  
（混合形質性急性白血病の網羅的分子解析） 
（論文内容の要旨） 
混合形質性急性白血病（Mixed Phenotype Acute Leukemia：MPAL）は急
性白血病全体の約２－５％を占める稀な分化系統不明瞭な白血病である。形態
学的には急性骨髄性白血病（Acute myeloid Leukemia: AML）や急性リンパ性













































RUNX1 変異や NOTCH1 変異などを後天的に獲得することにより分化系統の
リプログラミングが起こり、混合性系統表現の基盤となっていることが示唆さ






  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、令和 元年 １２月 ２７日実施の論文内容とそれに
関連した研究分野並びに学識確認のための試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
